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Ruth Schwartz Cowan, More Work for Mother: The Ironies of Household Technology from the Open 
Hearth to the Microwave (English Edition), pp.136-137. Plunkett Lake Press. Kindle .  
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 （1枚目/2 枚中）

令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （臨床哲学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙が１枚・添付資料が 1 枚、全部で 2 枚です］ 

 

 

問題１ 別紙資料は「死ぬ権利」について考察した論文の一部である。この文章を読んで、 

① 死ぬ権利への批判と容認されうる点について、著者が挙げている論点を簡潔に要約

した上で、 

② 死ぬ権利に関するあなたの考えを述べなさい。 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

鎌田学「「死ぬ権利」はフィクションか：安楽死の是非をめぐって」、弘前学院大学文

学部紀要、第 40 号（2004）、15 頁左 27 行目〜16 頁右 22 行目。なお、論文中の注は

（本問題とは大きな関係がないため）省略してある。 

 

問題２ 次の英文を読んで、日本語に訳しなさい。 

 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

Shlomit C. Schuster, Philosophy Practice : An Alternative to Counseling and Psychotherapy, 

Praeger Pub, Kindle 版, 1999.  
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令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （インド学・仏教学受験分野） 筆記試験 
（１枚目／１枚中） 

 
語学辞書使用可 

１ 古代インド文化の前史はいかにして再建しうるか、またそれによって古代インド文化の

理解はいかに進みうるか、研究上の課題やその解決方法も含めて具体的に論ぜよ。 

 

２ 次の項目をできるだけ詳しく解説せよ。 

1)  dy"vāp$thiv% 

2)  aniṭ語根 

3)  buddha 
4)  t$ṣṇā 

 

３ 次の文を正確に和訳せよ。 

 （出典：『ナラ王物語』） 

upāyo ’yaṃ mayā d$ṣṭo nirapāyo nareśvara | 

yena doṣo na bhavitā tava rājan kathaṃ cana || 

tvaṃ caiva hi naraśreṣṭha devāś cendrapurogamāḥ | 

āyāntu sahitāḥ sarve mama yatra svayaṃvaraḥ || 

 

４ 次の (a), (b) のどちらかを正確に和訳せよ。 

(a)（出典：『ブリハッド・アーラニヤカ・ウパニシャッド』） 

ātmaivedam agra āsīt puruṣavidhaḥ. so ’nuvīkṣya nānyad ātmano ’paśyat. so ’ham asmīty agre 

vyāharat. tato ’haṃnāmābhavat. tasmād apy etarhy āmantrito ’ham ayam ity evāgra 

uktvāthānyan nāma prabrūte yad asya bhavati. sa yat pūrvo ’smāt sarvasmāt sarvān pāpmana 

auṣat tasmāt puruṣaḥ. oṣati ha vai sa taṃ yo ’smāt pūrvo bubhūṣati ya evaṃ veda. 

(b)（出典：『テーラ・ガーター』） 

nābhinandāmi maraṇaṃ nābhinandāmi jīvitaṃ, 

nikkhipissaṃ imaṃ kāyaṃ sampajāno patissato || 

nābhinandāmi maraṇam nābhinandāmi jīvitaṃ 

kālañ ca paṭikaṅkhāmi nibbisaṃ bhatako yathā. || 
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令和 7（2025）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （東洋史学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は 3 枚です。］ 
（１枚目/3 枚中） 

 
 

［問題用紙は 3 枚です。I～IV について，それぞれ別々の解答用紙を使用すること］ 

 
 
Ⅰ 論述問題 

次の 4 問から１問を選び，解答しなさい。解答に当たっては，いずれを選んだかを冒頭に

記入すること。 
 

1. アジアにおける出版文化について，複数の事例を挙げつつ，述べなさい。 
 

2. 東アジアにおける仏教の受容と変容について，具体例を挙げつつ，述べなさい。 
 

3. 13～14 世紀におけるユーラシア東西の経済的交流について，述べなさい。 
 

4. 19 世紀東アジア（東南アジアを含む）における自由貿易体制の拡大過程と，その歴史

的意義について，具体的な貿易港の名前に触れつつ説明しなさい。 
 
Ⅱ 基礎事項問題 

次の（a）～（e）の事項について知るところを，それぞれ 2 行程度で簡潔に答えなさい。 
［問題Ⅰとは別の解答用紙を用いること］ 

 
(a) 光州事件     (b) 五銖銭    (c) マハーバーラタ Mahābhāratam 
(d) 森安孝夫     (e)『申報』 
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（2 枚目/3 枚中） 
 

Ⅲ 英語問題 

 
次の英語の文章を，すべて現代日本語に訳しなさい。 

 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 
 
【Chakrabarty, D. and Saussy, H., “Afterword: The act of comparing (both sides, now),” 

in Pollock, S. and Elman, B. eds., What China and India once were (New York: 
Columbia University Press, 2018), p. 316, ll. 1-18】 
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3 
 

（3 枚目/3 枚中） 
 
Ⅳ 漢文問題 

 
 次の漢文は，清代の王鳴盛が著した『十七史商榷』巻 25・漢書 19・礼記であ

る。これを読んで，語注も参照しつつ，下の問いに答えなさい。 

 

語注） 
魯共王（?-128BCE）：前漢景帝の子，劉餘。魯恭王ともいう。 
鄭氏：後漢末の有名な儒学者、鄭玄（127-200）のこと。 
大小戴：前漢の戴徳・戴聖の二人を指す。いずれも今文経学の研究で著名。 

 
問 1 1 行目「藝文志」～2 行目「即有礼記」の部分を，すべてひらがなで書き

下しなさい。 
問 2 2 行目「河間献王」～5 行目「未必同」までの部分を，すべて現代日本語

訳しなさい（日本語常用漢字を使用すること）。 
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令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
人文学専攻 （西洋史学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は 2 枚です。］ 
（１枚目/2 枚中） 

 
注意：解答は、別紙解答用紙に問題番号を書いてから記入しなさい。また、各問題の枝問の記
号や番号も記すこと。 
 
 
設問 1. 次の①と②の問いから１つを選択し、解答用紙１枚程度で答えなさい。 
① 移動手段や交通網の発達は社会をどのように変えたのか。西洋世界の歴史上の事例をあげ

て論じなさい。 
② 新たな技術が歴史学の方法に変化をもたらした事例をひとつ取りあげ、その効果と課題に

ついて述べなさい。 
 
設問 2. ①〜⑥の語句のなかから２つを選択し、それぞれ 150 字程度で説明しなさい。 
① ローマ化 
② 異端審問 
③ ナント王令（1598 年） 
④ 環大西洋革命論 
⑤ 1924 年の移民法 
⑥ カール・マルクス 
 
 
設問 3. 問題用紙 2 枚目の文章は、Clare Midgley, “Anti-slavery and the roots of ʻimperial 
feminismʼ” in Clare Midgley (ed.), Gender and Imperialism, Manchester and New York: 
Manchester University Press, 1998, p. 163, l. 12-p.166, l. 28 からの抜粋です。この文章を読ん
で、次の問①〜③に答えなさい。 
① 反奴隷制運動に参加した女性と 19 世紀後半のフェミニストの人種に対する考え方の違いを

説明しなさい。 
② 反奴隷制を推進した女性の活動と 19 世紀後半のフェミニスト運動の関連性を説明しなさ

い。 
③ 括弧で囲んだ(a)〜(d)の部分について日本語で訳しなさい。 
 
 
（英文の問題文は著作権の関係で掲載しておりません） 
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令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基礎日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

人文学専攻 （ドイツ文学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 

（１枚目/３枚中） 

 

問題１ 以下のドイツ文を読み、設問に答えなさい。 

  

 
 問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

（出典 Rötzer, Hans Gerd: Märchen. Bamberg: Buchners 1981, S.63/Z.2-23.） 

 

設問１ 下線部を日本語に訳しなさい。 

 

設問２ ここでは、Märchen 研究史にあらわれたふたつの異なった立場が紹介されています。それぞれ

どのような見解なのか、わかりやすく説明しなさい。 
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（２枚目/３枚中） 

 

［外国語 英語］ 

 

 

問題２ 以下の英文を読み、あとの設問に答えなさい。 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
（出典 Minden, Michael: Modern German Literature. Cambridge: Polity Press 2011, p.48/l.1-18. 

本文を一部改変） 

 
設問１ 下線部を日本語に訳しなさい。 

 
設問２ ここで概観されている1815年から1848年にいたるドイツの社会文化史的状況について、知る

ところを述べなさい。 
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（３枚目/３枚中） 

 

 

問題３ 以下のテーマからひとつを選び、ドイツ語で自由に論じなさい（２００語程度）。 

 

1)  Journalismus        2)  Klimaveränderung       3)  Verkehrsmittel 

 

15



   
 

   
  

    
     
   

     
 

 

 

 

 

 

Gérard Genette, « Proust Palimpseste », , Paris, Seuil, 1966, p. 40, l. 7  

l. 21. 

 

 

équivalent :   réminiscence :    

pérennité :    équivoque :   
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Présentez le sujet de recherches que vous voulez étudier en master. 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

James Phelan, 

 (The Ohio State UP, 2007), p. 153, l.10-l.17. 
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令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 
（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

日本学専攻 （現代日本学受験分野） 筆記試験 
 

［問題用紙は 2 枚です。］ 
（１枚目/2 枚中） 

 
以下の〔Ⅰ〕〜〔Ⅳ〕に日本語で答えなさい。 
 
〔Ⅰ〕日本研究の観点から,「戦争」について論じなさい。 

 
 
〔Ⅱ〕次の項目から,4項目を選び,各項目について 5 行程度で説明しなさい。 

 
(1)  山片蟠桃    (2)   内国勧業博覧会    (3)   御真影   (4)   鶴見俊輔  
 
(5)  色川大吉 (6) サンフランシスコ体制  (7) 「方法としてのアジア」 (8) 難民条約 
 
(9)  湾岸戦争   (10) 多文化共生   (11) 人種主義   (12) ジェンダー規範 

 
 
〔Ⅲ〕次の 3 問のうちの１つを選んで答えなさい。 

 

(1) 近現代日本の思想史において，雑誌メディアが果たした役割について，具体例を挙げながら論じ

なさい。 

 
(2) 戦後日本の「聞き書き」について，具体的な作品を一つ以上挙げ，その方法的特徴と時代背景を論

じなさい。 
 
(3) 近現代日本の結婚制度について，ジェンダーの観点からその変化と特徴について論じなさい。 
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（２枚目/２枚中） 
 
〔Ⅳ〕次の文章は，Laura Hein ed. The New Cambridge History of Japan, vol.3, Cambridge University 

Press, 2023 の一節（35 頁５行目～36 頁 4 行目）である（作問の都合上，注を省略した）。これを

読んで，以下の問いに日本語で答えなさい。 
 

1. 下線部を日本語に訳しなさい。 
 
2. 日本占領の特徴について，文章を参考にしつつ論じなさい。 

 

著作権に配慮して、本文は省略します。 
出典は問題文のとおりです。 
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（ 九 枚 目 ／ 九 枚 中 ） 
 

 

（ ３ ） 次 の 史 料 は 、 明 治 二 九 （ 一 八 九 六 ） 年 七 月 十 四 日 に 、 高 平 小 五 郎 在 墺 特 命 全 権 公 使 が

西 園 寺 公 望 臨 時 外 務 大 臣 に 宛 て た 公 信 の 一 部 で あ る 。 こ の 史 料 の 「  」 で 囲 ん だ 部 分 に

つ い て 、 見 取 書 （ く ず し 字 を そ の ま ま 現 在 の 文 字 に 置 き か え て 写 す こ と ） を 記 し な さ い 。 
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令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
日本学専攻 （考古学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は３枚です。］ 
（１枚目/３枚中） 

 
 
 
 
 
 

問１ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 

（１）全文を日本語に訳しなさい。 

（２）下線部①について、遺跡名と調査者名をそれぞれ複数あげて、詳しく説明しなさい。 
（３）Fig.Ⅱ（２枚目）で示された図について、その内容を詳細に解説しなさい。 

 

 
 
 

 
問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
Mortimer Wheeler 1956, Archaeology from the Earth, Penguin Books, p.70, ll.1-23. 
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（２枚目／３枚中） 

 
 
 

問題文（挿図）は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 
Mortimer Wheeler 1956, Archaeology from the Earth, Penguin Books, p.21, Fig.Ⅱ. 

 
 
 
 
 
 
 
問２ 次の英文を読んで、以下の問いに答えなさい。 

（１）全文を日本語に訳しなさい。 

（２）ここで述べられているような現象に当てはまる日本及び日本以外の考古事例を一つずつあげ、その

内容をそれぞれ 200 字程度で具体的に示しなさい。 
 

 

 

 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。なお、出典は次のとおりです。 

 

V. G. Childe 1945, Directional Changes in Funerary Practices During 50,000 Years, MAN, Vol. XLV, The 

Royal Anthropological Institute of Great Britain and Ireland, p. 17 Column Right ll. 30-37． 
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（３枚目／３枚中） 

 
問３ 1950 年頃までの弥生時代にかんする調査研究の歴史について、研究者や資料の名を示しながら詳し

く述べなさい（800 字以上）。 

 
 
問４ 次の語句等について、それぞれ詳しく説明しなさい。 

（１）酸素同位体比法 

（２）二里頭遺跡 

（３）夢村土城 

（４）橋牟礼川遺跡 

（５）山代二子塚 

（６）柳之御所遺跡 

（７）Mesa Verde 

（８）Carnac stones 
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問 二
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令和７（2025）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
芸術学専攻（美学受験分野）筆記試験 

[問題用紙は２枚です。] 
（１枚目／２枚中） 

 
すべて日本語で解答しなさい。 
解答の文字数は問いません。 

長文になるときは段落ごとに内容を整理すること。 
 
 

問 1 次の 8 つの語のうち２つの語を選び、それぞれについて、その語の意味を確認したう
えで、その語によって何が問題になってきたか、何が問題となりうるのかについて論じ
なさい。（20×2=40 点） 

 
非美的性質   注意   美的価値 
アイロニー   崇高   トークン 
反意図主義  アール・ブリュット 

 
 
問２ 別紙の文章は、20 世紀後半に発表された美学の 2 つの重要な論文がそれぞれどのよう

な方法論を採用しているのかについて解説しています。別紙の文章の概要を簡潔にまと
めた上で、取り上げられている 2 つの論文の方法論に共通する特徴について説明して
ください。また、その共通する特徴の問題点についてあなたの考えを述べてください。
（20 点） 
出典 Dominic McIver Lopes, Samantha Matherne, Mohan Matthen, and Bence Nanay, 
The Geography of Taste (OUP, 2024), p.19, l.22 -p.20, l.20. 
 

問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。 
 
 
問３ 生成 AI は芸術的創造性を持つか否か、あなたの考えを述べなさい。そのさいには、ま

ず「芸術的創造性」についての定義を行ったうえで、生成 AI を用いて実際に行われた
制作の事例をふまえて議論してください。（40 点） 
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令和７（２０２５）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
芸術学専攻 （音楽学受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は 3 枚です。］ 
（１枚目/3 枚中） 

 
 
問１ 次の英文を日本語訳しなさい。［配点 30 点］出典：Matt Sakakeeny, “Music”, in David 
Novak and Matt Sakakeeny (eds.), Keywords in Sound, 2015, Duke University Press, p.112, 
ll.9-21 
 
（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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（2 枚目／3 枚中） 

 

問２ 次に掲げる文章を読んで、あなたの研究対象または関心のある対象について、ナティ

エの概念を使用しながら論じなさい。［配点 40 点］ 出典：徳丸吉彦 『ミュージックスと

の付き合い方――民族音楽学の拡がり』、東京：左右社、2016 年、p.279, l.4-p.281, l.1 

 

（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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（3枚目／3枚中） 

 
問3 次の英文を和訳しなさい。なお、文中のMaramureş はルーマニアの「マラムレシ
ュ」、Ugocsaはかつてのハンガリー王国の「ウゴチャ」を指し、いずれも地名です。 
［配点30点］出典：Viola BIRÓ, “Bartók and the Violin Music of Maramureş”, in Studia 
Musicologia 62 (2021)1-2, p.85, Abstract.   
 
（問題文は、著者の著作権等に配慮し、省略します。） 
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Richard Schechner, "The Broad Spectrum of Performance", Performance 

Studies:  An Introduction, 4th edition (London and New York: Routledge, 2020), p.82, l.20 - p.83, l.18
 

b  d  

a  

c  

e  
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Richard Schechner, "The Broad Spectrum of Performance", Performance Studies:  An Introduction, 4th 

edition (London and New York: Routledge, 2020), p.82, l.20 - p.83, l.18 
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１枚目／４枚中 
 

 

令和７（2 0 2 5）年度 
大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 
芸術学専攻（日本東洋美術史受験分野）筆記試験 

［問題用紙は４枚です。すべて日本語で答えなさい。］ 

 
問１ 以下の用語のうち 4 つを選び、それぞれ 100 字程度で説明しなさい。 
   ［配点２０点］ 
 

１） マーク・ロスコ 
２） 《絵画芸術の寓意》（フェルメール） 
３） フェミニズム美術史 
４） 撥鏤 
５） 誕生仏 
６） 本朝画史 

 
問２ 別紙１の問題に答えなさい。［配点２８点］ 
 
問３ 別紙 2 の問題に答えなさい。［配点１２点］ 
 
問４ 別紙３は原田直次郎筆「騎龍観音」（１８９0 年、護国寺蔵）です。図様

を詳しく記述したうえで、あなたが考えるこの作品の魅力について述べ
なさい。［配点４０点］ 
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別
紙

１
 

  

問   次 の 文 は ︑ ﹃ 日 本 書 紀 ﹄ 推 古 天 皇 十 四 年 ︵ 国 立 国 会 図 書 館 デ ジ タ ル  

コ レ ク シ  ン ﹃ 秘 籍 大 観 ﹄ 巻 第 二 十 一 ・ 二 十 二 ︶ の 一 節 で す ︒ こ れ を  

読 ん で 後 の 設 問 に 答 え な さ い ︒  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問 一  傍 線 部 １ ︵ 時 佛  入 堂 ︶ ︑ 傍 線 部 ２ ︵ 即 賜  尼 寺 ︶ を 書 き 下 し な さ い ︒  

問 二  ﹁ 五 月 甲 寅  汝 之 功 也 ﹂ の 大 意 を 日 本 語 で 記 し な さ い ︒  
 

 

画 像 は 著 作 権 等 に 配 慮 し ︑ 掲 載 を 省 略 し ま す ︒  
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別
紙

2 
 

 

3枚
目

／
4枚

中
 

 

問 題  左 図 は 沢 庵 宗 彭 ︵ 一 五 七 三  一 六 四 六 ︶ 賛 ・ 松 花 堂 昭 乗 ︵ 一 五 八 二  一 六 三 九 ︶

画 ﹁ 朝 陽 図 ﹂ ︵ 個 人 蔵 ︶ で す ︒ 賛 の 全 文 を 翻 刻 し な さ い ︒  
 
  

←
賛

 
部

分
 

全
図

→
 

 

画 像 は 著 作 権 等 に 配 慮 し ︑ 掲 載 を 省 略 し ま す ︒  

 

画 像 は 著 作 権 等 に 配 慮 し ︑ 掲 載 を 省 略 し ま す ︒  
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別紙 3 
 

4 枚目／4 枚中 

 

 

画
像
は
著
作
権
等
に
配
慮
し
︑
掲
載
を
省
略
し
ま
す
︒ 
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令和７（２０２５）年度 

大阪大学大学院人文学研究科 人文学専攻・日本学専攻基盤日本学コース・芸術学専攻 

（博士前期課程／一般選抜・冬期試験）入学者選抜試験問題 

芸術学専攻（西洋美術史受験分野） 筆記試験 

［問題用紙は４枚です。］ 

（１枚目/４枚中） 

 

 

 

問 1 以下の用語の内 4 つを選び、それぞれ 100 字程度で説明しなさい。［配点 20 点］ 

 

１）撥鏤 ２）誕生仏 ３）本朝画史 
 
４）マーク・ロスコ    ５）《絵画芸術の寓意》（フェルメール）   ６）フェミニズム美術史 

 

 

問 2 問題用紙２枚目の英文を読み、全文を日本語に直しなさい。［配点 40 点］ 

 
 ＊ 出典：Stephen Bann, “Imitation or Substitute? The Dilemma of Reproduction in Western Art,” in Shigetoshi 

Osano, ed., Between East and West: Reproductions in Art (Cracow: IRSA, 2014), p. 32 
 

 紙は著作権等に配慮し、省略します。 

問 3 問題用紙３-４枚目にある２点の画像 A と B を見て、それぞれの建築のおおよその制作時期と制作地域、

また可能であれば建物の名前と設計者についても所見をのべなさい。そのうえで２点の作品を比較し、

それぞれの芸術様式について美術史的に重要と思うことがらを論じなさい。［配点 40 点］ 

 

 ＊出典は次のとおりです。 

A. A Carved Marble Figure of Hebe 

   After Bertel Thorvaldsen, Probably Danish, First Quarter of 19th Century 

B. Bertel Thorvaldsen, Hebe, 1815, Thorvaldsen Museum 
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（２枚目４枚中） 

 

 

別紙は著作権等に配慮し、省略します。 
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（3 枚目/４枚中）画像 A 

 

 

 

 

別紙は著作権等に配慮し、省略します。 
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（４枚目/４枚中）画像 B 

 

 

 

 

別紙は著作権等に配慮し、省略します。 
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